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～大農だもの雅則躊と～
　町歴史民俗資料館では、９月７日から10月14日まで、企画展

｢壬生態鳥居家の学問一大名たちの教育改革｣を企画いたしました。

　この展覧会では、大名たちの教育改革が、新しい学問・教育と

出会い、努力を重ねてそれを獲得していった軌跡を紹介します。

壬生が輝いた日々　先人たちの情熱を感じとっていただければ幸

いです。是非この機会に壬生の素晴らしさをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(関連記事２～３頁)
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●企画展　壬生藩鳥居家の学問

●老人保健で医療を受けるみなさんへ

●保育園児入園案内

●障害者福祉の支援興制度始まる

●公園利用のルールを守りましょう

●マイ･チャレンジ推進事業にご協力を

●平成14年度後期生涯学習関連施設講座案内

発行/壬生町役場　�321-0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集/総務部企画財政課広報広聴係

　　　　　　　　　　　　　　　ホームページアドレスhttp://www.t-cnet.or.jp/~mibu/
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　屑居忠英画像　江戸時代　常楽寺法寅蔵

／

伊藤仁斎肖像　江戸時代　天理大学図書館

古義学の創始者。寛文２年（1662）、京鳥居忠英は正徳２年（1712）近江国水

菰堀川の生家で始めた漢学塾が古義堂口から１万石を加増され下野国壬生藩

である。　　　　　　　　　　　　　　　主３万石となった。忠英は殖産興業に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　努め、藩校学習館を開設した。　このの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち、６代を重ねて廃藩にいたる。
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こ
の
度
、
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

第
1
3
回
企
画
展
「
壬
生
藩
鳥
居
家
の
学
問
－

大
名
た
ち
の
教
育
改
革
」
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
壬
生
の
学
問
・
教
育
は
、
正
徳
２
年
（
１

７
１
２
）
　
鳥
居
忠
英
　
（
譜
代
３
万
石
）
　
が

人
封
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
藩
主
の
忠
英
（
１
６
６
５
－
１
７
１
６
）

は
文
教
政
策
に
優
れ
た
見
識
を
持
ち
、
小
藩
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
野
国
で
は
最
も

古
く
、
全
国
で
見
て
も
早
い
時
期
に
学
習
館
を

設
立
、
そ
こ
で
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
を
中
心
に

藩
子
弟
に
学
ば
せ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
後
の
歴
代
藩
主
は
学
問
・
教
育
に

熱
意
を
も
ち
、
中
で
も
忠
挙
は
蘭
学
（
西
洋
学
）

に
傾
倒
し
、
近
代
科
学
史
上
に
お
い
て
も
特
筆

さ
れ
た
人
物
で
す
。

　
鳥
居
忠
挙
（
１
８
１
５
－
５
７
）
は
藩
財

政
の
立
て
直
し
の
た
め
、
藩
士
教
育
の
充
実
を

は
か
り
、
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
に
学
習

館
を
整
備
し
、
さ
ら
に
江
戸
藩
邸
内
に
自
成
堂

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
幕
府
の
方
針
に

従
い
朱
子
学
を
採
用
し
ま
し
た
が
「
も
っ
ぱ
ら

実
践
適
用
を
…
」
と
し
て
蘭
学
を
含
む
学
問
の

振
興
・
人
材
登
用
を
す
す
め
ま
し
た
。

伊藤仁斎筆「水□に遊ぶ記」

江戸時代芦
７
千
ぶ
ｙ
ユ
汗
勺

。
上
士
ｆ
／
恙
脳
λ
て

狐
く
吟
５
乍
ん
ぶ

｀心゛

鳥居忠挙筆　雄図　江戸時代　常楽寺法貨蔵

鳥店出挙自筆の書画は極めて少ない。鳥借家

歴代藩主の自筆書画は本図だけである。
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鳥居忠挙所用兜　江戸時代　中村甲刀修史館

常楽寺法喜蔵江戸時代和歌鳥居忠挙妻聡子筆

　
壬
生
藩
で
は
、
西
洋
の
す
す
ん
だ
近
代
科

学
を
導
入
し
て
、
関
東
諸
藩
で
は
じ
め
て
の

西
洋
医
学
の
研
究
を
行
っ
て
、
人
体
を
解
剖

し
た
り
、
洋
式
の
青
銅
製
大
砲
を
鋳
造
し
た

り
し
ま
し
た
。
関
東
有
数
の
科
学
水
準
を
誇
っ

た
壬
生
は
、
西
南
諸
藩
に
比
肩
で
き
る
雄
藩

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
大
名
た
ち
の
教
育
改

革
が
、
新
し
い
学
問
・
教
育
と
出
会
い
、
努

力
を
重
ね
て
そ
れ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
軌
跡

を
紹
介
し
ま
す
。
壬
生
が
輝
ぃ
だ
日
々
　
先

入
た
ち
の
情
熱
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
展
示
は
、
壬
生
藩
鳥
居
家
と
学
問

の
か
か
わ
り
あ
い
を
分
か
り
や
す
く
、
さ
ら

に
。
蘭
学
通
り
‘
の
名
称
由
来
も
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　‾　　　　　　江川英龍肖像　明治時代
　　　　　　　　　江川文庫

?　　　　

川太郎左　門英龍（坦庵）

　　　　、　　　　は、韮山８万石の天領を支

　＜ユノ　　　　　配する代官であり、優れた

　　　　　　　　　蘭学者であり軍学者でもあっ

　　､）……　　　　　　　た。　rノノ

　
△
展
　
示
　
構
　
成
▽

第
一
部
「
壬
生
の
学
問
こ
と
は
じ
め
」

　
　
第
一
章
　
鳥
居
忠
英
の
登
場

　
　
第
二
章
　
藩
校
・
学
習
館
の
設
立

第
二
部
「
壬
生
の
蘭
学
こ
と
は
じ
め
」

　
　
第
一
章
　
鳥
居
忠
挙
の
登
場

　
　
第
二
章
　
西
洋
医
学
の
導
入

　
　
第
三
章
　
西
洋
砲
術
の
導
入

　
　
第
四
章
　
海
上
砲
術
の
研
究

関　連　企　画

会　期：平成14年９月７日出～10月14日（月・祝）

時　間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

観覧料:200円（中学生以下無料）

休館日：月曜日（但し、９月16日・23日、10月14日

　　　　は開館）、火曜日午前

主　催：壬生町/壬生町教育委員会

　記念講演会

　　　｢壬生藩鳥居家の蘭学｣

■日　時:10月６日(日)午後１時30分

■講　師：東北大学東北アジア研究センター

　　　　　教授　吉田忠　氏

Ｉ定　員:100名(聴講無料)

・会　場：壬生中央公民館研修室

問合わせ＆申込み：町歴史民俗資料館　昔８２－８５４４

３



言。亘言仁よづて言言が爾なります。

一定以上の所得者とは？　現役世代の平均収入以上の所得がある方です。

　　　　例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、約380万円程度以上

　　　　　夫婦二人世帯の場合（年金収入及び給与収入）は、約630万円程度以上

低所得者IIとは？　その属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である

　　　　　　　　　方です。

低所得者Ｉとは？　その属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であっ

　　　　　　　　　て、その世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する方です。

　　　　例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、約65万円以下

　　　　　　夫婦二人世帯の場合（年金収入のみ）約130万円以下

オ

‾パ

※低所得者I、IIに該当するためには、入院時一部負担金限度額適用・

　標準負担額減額認定証が必要となりますので、福祉課窓口で申請して

　ください。

支払った一部負担金が限度額を超えた場合は、
腰しが受けられます。

払い

　１か月の医療費が高額になった場合は、申請して認められると、限度額を超えた

分か高額医療費としてあとから支給されます。

剛医療受給者証が新しくなります。

　老人保健で医療を受けるときに病院の

窓口に提出する「医療受給者証」が新し

くなります。

　今までの医療受給者証は使えなくなり

ますので、９月の下旬に新しい医療受給

考証を郵送する予定です。なお、新制度

では所得により一部負担金が大きく異な

りますので、確定申告をまだされていな

い方は、速やかに申告してください。

[詳しい問合せ先]町民生部福祉課医療保険係　昔(81)1832

４
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:･:1゛…………平成14年10月から老人保健制度が変わります,ぃ

１。対象年齢が変わります。

平成14年９月までは70歳

したが、平成14年10

※

（一定の障害のある人は65歳）以上が老人保健対象者で

象者となります。

　き続き老人保健の対象者となります。

※昭和７年10月１目以降に生まれた方は老人保健には該当しませんが、一部負担金

　は老人保健の対象者となる75歳以上の方と同じです。

２．一部負担金が変わります。

　かかった費用の定率１割を負担します。また、一定以上の所得のある人は定率２

割を負担します。平成Ｈ年９月30日まではかかった費用の１割負担（１か月に3､200

円、犬病院では5､300円まで負担）または、定額制の診療所では１目につき850円

（１か月に４回まで）でしたが、平成14年10月１日からはかかった費用の定率１割負

よび診療所の定額負担は廃止です｡）

　○平成14年９月30日までの限度額

外　来 入　院
Ｒ

一　般
定率制では

　3,200円

なお大病院は

　5,300円

37,200円

必
ｙ

自

心｜

｜

低

所

得

者

住民税非課税

　　世帯等
24,600円

老齢福祉年金

　　受給者
15,000円

－？一一一一一一一一　－　－　一一　一一－ 一一 － - 一 一 一 一 7 - - ¶ - - － 一 心 占 W φ 一 一 W 〃 一 一 － W ← W 　 －

○平成14年10月１日からの限度額

白F]価ﾎ日訴岸簡
｜

ｙ

ｌｌ

ｌ

ｌ

Ｈ

Ｈ

外　　来

(個人ごと)

(外来十入院)

(世帯で合算)

一定以上の

所得のある人
40,200円

　72,300円

十↓％（注１）

一　　般 12,000円 40,200円

低
所

得
者

低所得者II

8,000円

24,600円

低所得者Ｉ 15,000円

聯順順聯順………………。……＿.._　　　.－

　（注１）

　　一定以上の所得のある人の自己負担限度額は72､300円ですが、医療費が361､500円を

　超えた場合、超えた分の１％を加算します。

５
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保
育
園
ｘ
圖
凋
９
箆
簒
柚
９
誓

　　　　　平成15年４月からメリーランド保育園が開園します

　平成15年度の保育園の入園児の受付を行いますので、入園を希望され

る方は、次により申込みの手続きをしてください。

申込期間　９月２日～９月30日

保
育
園
と
は
…

　
保
護
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
療
養
中
の
た
め
に
十
分
な
保
育
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き
る
子
ど
も
は
・
・
・

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
の
方

が
次
の
各
号
に
該
当
し
て
お
り
、
同
居

の
家
族
の
方
も
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。
「
集
団
生
活
に
慣

れ
さ
せ
た
い
か
ら
」
、
「
長
時
間
預
か
っ

て
も
ら
え
る
か
ら
」
、
あ
る
い
は
「
経

済
的
な
理
由
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
、
入
園
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
と
き

②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
も
っ

　
て
い
る
と
き

③
病
気
や
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

　
あ
る
と
き

④
病
人
や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
し
て

　
い
る
と
き

⑤
そ
の
他
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

申
込
期
間
等

９
月
２
日
（
月
）
～
９
月
3
0
日
（
月
）

　
申
込
期
間
中
、
保
育
園
で
の
児
童
の

様
子
や
過
ご
し
方
な
ど
、
自
由
に
参
観

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
保
育
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
並
び
に
各
保

育
園
に
あ
り
ま
す
。

入
園
選
考

　
入
園
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

性
の
高
い
順
に
入
園
決
定
を
し
ま
す
。

　
（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

入
園
決
定

　
申
込
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
１
月
頃
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

保
育
時
間

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

特
別
保
育

　
延
長
保
育

　
（
朝
）
午
前
７
時
～
午
前
８
時
3
0
分

　
（
夕
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時
（
と
お

り
ま
ち
保
育
回
・
や
す
づ
か
保
育
園
・

壬
生
寺
保
育
園
・
あ
り
ん
こ
保
育
園
・

メ
リ
圭
フ
ン
ド
保
育
園
で
実
施
）

　
保
育
の
条
件
は
、
状
況
を
調
査
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
実
施
の

決
定
を
し
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
保
育
料
に
延
長
保
育
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
障
害
児
保
育

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
で
、

集
団
保
育
が
可
能
な
場
合
に
お
預
か
り

し
ま
す
。

６



　
乳
児
保
育

　
産
休
（
育
休
）
明
け
か
ら
お
預
か
り

し
ま
す
。

　
地
域
活
動

　
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
世
代
間
ふ
れ

あ
い
活
動
や
、
郷
土
の
文
化
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
伝
承
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

保育園の所在地

保育園名 所　在　地 電話番号

①とおりまち保育園 通町16－ 9 82－0330

②やすづか保育園 安塚1179－ 1 86－0132

③いなば保育園 上稲葉935－ 2 82－1059

④しもだい保育園 駅東町6 －23 82－4815

⑤すけがい保育園 助谷1165－ 3 86－0237

⑥壬生寺保育園 大師町11－16 82－0811

⑦ありんこ保育園 壬生丁75－14 82－3137

⑧メリーランド保育園 下稲葉396 82－5921

保
　
　
育

-料

　
お
子
さ
ん
一
人
あ
た
り
の
保
育
に
か

か
る
経
費
は
、
国
・
県
・
町
の
負
担
と

一
部
は
保
護
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

有
料
と
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
町
の
保
育

料
忖
原
則
と
し
て
、
入
園
児
童
の
父
母

の
税
額
（
前
年
分
の
所
得
課
税
額
及
び

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
）
に
応
じ

て
、
階
層
区
分
が
決
ま
り
ま
す
。

①とおりまち保育園②やすづか保育園

宮５
『
東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

至
ｊ

．ブ
壬
生
駅

二[四回

主
要
地
方
道
宇
都
宮

し］]ｓＩＩ

給

食

　
３
歳
未
満
児

　
昼
食
は
完
全
給
食
で
す
。
お
や
つ
は
、

1
0
時
と
３
時
の
２
回
で
す
。

　
３
歳
以
上
児

　
昼
食
は
、
副
食
の
み
が
で
ま
す
の
で
、

主
食
は
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

や
つ
は
、
３
時
の
Ｉ
回
で
す
。

③いなば保育園④しもだい保育園

県道国谷・家中停車場線

コ

コ

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

至小山

安
　
　
全
　
　
会

　
保
育
時
間
中
に
園
内
で
ケ
ガ
を
し
て

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
３
１

⑥壬生寺保育園

石橋地区　　　゛
消防組合　　　栃

尹∩‾‾

　　至栃木

で
壬
生
町
に
は
、
次
の
よ
う
な
児
童

　
福
祉
施
設
も
あ
り
、
お
子
様
を
お

　
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
保
育
料
等

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
さ
く
ら
ん
ぼ
共
同
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
音
8
2
－
Ｑ
）
り
乙
Ｉ
Ｉ

訃
森
の
子
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
音
8
6
－
２
７
８
０

⑦ありんこ保育園⑧メリーランド保育園

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

宮
１
　
１

Ｒ
り
判
　
　
主
要
地
万
道
宇
都
宮
・
栃
木
綿

至
Ｊ
Ｒ
－ 」
／

至栃木

７



細寡奪

上様縫の

支振興制度のしくみ
　利用者自らがサービスを選択し、事業者と対等な立場で契約してサービスを利用します。このときのサー

ビス費用の一部を利用者が負担し、残りは支援費として市区町村が支払います。この制度は、本年10月か

ら受付を開始します。

市区町村

　　(援護の実施者)
支援体制を整備し、

給決定を行います。

支援費の申請

１

支援費の支

１

情報の提供
支援費の支給決定

　　　利用者

障害者福祉サービスを

　　　　　　必要とする人

(身体障害者､知的障害者､障害児)

　　　都道府県の役割

制度の円滑な運営を支援します。

また、事業者・施設の指定および

指導、監督を行います。

　　国の役割

制度の円滑な運営を支援します。

ャ　　　
サービス利用の契約　　ダ　　事業者●施設

サービスの提供

利用者負担の支払い

利用者の心身の状況に応じて適

切なサービスを提供します。

支振興制度の対象となるサービス

居宅支援（在宅で利用するサービス）

身体障害者 知的障害者 障　害　児

　身体障害者居宅介護
(ホームヘルプサービス)

　知的障害者居宅介護(ホームヘルプサービス) 　　児童居宅介護(ホームヘルプサービス)

身体障害者デイサービス 知的障害者デイサービス 児童デイサービス

身体障害者短期入所 知的障害者短期入所 児童短期人所

知的障害者地域生活援助
　　(グループホーム)

施設支援（施設に入所して利用するサービス）

身体障害者 知的障害者

身体障害者更正施設支援 知的障害者更正施設支援

身体障害者療護施設支援 知的障害者授産施設支援

身体障害者授産施設支援 知的障害者通勤寮支援

心身障害者福祉協会が設置する
　福祉施設（国立コロニー）

支援費制度に移行するのは上記のサービスのみで、それ以外のサービスについては従来通りに行われます。

　　　　　　　　　問合せ先：町民生部福祉課社会福祉係　昔８１－１８２９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８



公
　町では、住民の皆さんが快適に利用でき

るよう公園施設の適正管理に努めています

が、最近、公園施設を対象とした悪質な

「いたずら」が発生しています。

　これらの行為は犯罪です。見かけた場合

は、警察、役場等にご連絡をお願いします。

　また、犬のフンを園路や通路等にそのま

ま放置したり、砂場でフン等をさせている

方がいます。飼い主の方は、必ず持ち帰っ

て処理してください。

　ロケット花火等も近隣の迷惑となります

ので、やめてください。

　公園はみんなが利用する施設です。誰も

が気持ちよく利用できるようルールを守り

ましよう。

　　　　建設部都市計画課公園緑地係

　　　　　　　　　　　昔８１－１８５４

　　　　糾壬生町施設振興公社

　　　　　　　　　　　昔８６－７１１１

◇最近（３月～６月）発生した公園等での「いたずら」

半
片
゛
↓
Ａ
Ｊ
４
￥
ｐ
稗
求
守
り
’
Ｊ
’
゛
レ
ぶ
乃
／
ｆ
″

場所・施設名 被　　害　　状　　況　　等

東

雲

公

園

東雲さくら橋
少年５・６名が、「さくら橋」に設置の音響装置（スピーカー）５基を破壊。
音響装置センサー（１基）取付部のボルトが外される。

ふれあい
交　流　館

複数人物が露天風呂（岩風呂）に無断侵入。浴槽に大量の石（砂利）を投げ込む。
桶・椅子等も破損。

左岸トイレ トイレ壁面に多数の落書き。入口に設置の防犯カメラを破壊。

右岸トイレ 人目に設置の防犯カメラを破壊。

児童遊具 コンビネーション遊具ネットを複数箇所、鋭利な刃物で切断。

日　時　計 壬雷ちゃん日時計　針部分を切断。

壬生駅東児童公園
固定式灰皿が、根元より引き抜かれる。
公園内にて家庭用消火器を噴射、放置。

壬生町城址公園 壬生小学校に設置のブランク一等が、公園堀に投げ込まれる。

９



　
県
議
会
土
木
委
員
会
と
県
関
係
者
が

６
月
2
7
目
来
町
し
、
鯉
沼
交
差
点
西
側

で
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
清
水
町
長
を
は
じ
め
町

執
行
部
、
議
会
か
ら
も
議
長
・
副
議
長
・

鯉沼地区幹線道路等の

　　　　　　早期整備を要望

　　　ｒ＼……目1°゜］　　　　＼

建
設
常
任
委
員
長
が
出
席
。
小
雨
が
降

る
中
、
町
長
が
主
要
地
方
道
羽
生
田
・

上
蒲
生
線
の
鯉
沼
地
区
　
（
延
長
１
。

３
２
０
ｍ
）
の
事
業
の
促
進
な
ど
５
箇

所
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

将
来
の
農
業
者
を
支
援

『
中
学
生
一
日
子
ど
も
人
権
擁
護
委
員
』

落合会長大垣さん、中村さん、助役

高橋さん、早乙女さん

意
見
発
表
会

　
子
ど
も
人
権
特
設
相
談
所
開
設

　
子
ど
も
の
環
境
は
、
陰
湿
な
い
じ
め

な
ど
依
然
と
し
て
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
会
で
は
様
々

な
人
権
問
題
が
跡
を
絶
た
ず
極
め
て
深

刻
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
身

の
回
り
の
事
柄
を
通
し
て
人
権
に
関
わ

る
問
題
な
ど
意
見
を
発
表
し
て
頂
き
、

発
表
者
、
聴
衆
者
と
意
見
を
交
換
し
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら

認
定
農
業
者
新
規
認
定
に
７
名

　
４
月
卯
］
目
、
役
場
会
議
室
に
於
い
て

認
定
農
業
者
の
認
定
書
授
与
式
が
行
わ

れ
、
新
た
に
７
名
の
農
業
者
が
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経
営

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者

が
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
農
業
経

営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
提

出
し
、
町
長
か
ら
そ
の
経
営
改
善
計
画

書
の
認
定
を
受
け
た
人
達
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　
認
定
を
受
け
る
と
、
農
用
地
の
利
用

集
積
や
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業
、

う
と
と
も
に
、
今
日
の
人
権
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
日
子

ど
も
人
権
擁
護
委
員
意
見
発
表
会
を
行

い
ま
す
。
壬
生
中
学
校
及
び
南
犬
飼
中

学
校
生
徒
代
表
に
よ
る
意
見
発
表
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
子
ど
も
の
人
権
特
別
委
員
」

に
よ
る
、
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
特

設
人
権
相
談
所
も
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
９
月
2
8
日
田

税
制
上
の
特
例
、
融
資
面
、
各
種
研
修

会
の
実
施
等
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
認
定
で
、
町
の
認
定
農
業
者

は
8
0
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
（
敬
称
賠
）

m

〕
内
は
目
標
と
す
る
営
農
類
型

中
村
　
忠

大
垣
　
浩
己

小
野
崎
末
吉

　
　
　
と
し
ひ
さ

鈴
木
　
利
寿

早
乙
女
幸
一

高
橋
金
一
郎

細
井
　
秀
男

利と米

寿言吉

中安
泉塚

中
泉
　
（
水
稲
、
ニ
ラ
）

表
町
　
　
　
　
（
花
弁
）

安
塚
　
　
　
　
（
花
弁
）

中
泉
　
　
　
　
（
花
弁
）

羽
生
田
　
　
　
（
花
弁
）

壬
生
甲
　
　
　
（
花
弁
）

壬
生
乙
　
　
　
（
花
弁
）

内
容
等

①
一
目
子
ど
も
人
権
擁
護
委
員
の
意

　
見
発
表
会

　
午
後
Ｌ
時
～
３
時
3
0
分

　
栃
木
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

②
子
ど
も
人
権
特
設
相
談
所

　
午
前
1
0
時
～
３
時

　
栃
木
市
文
化
会
館
第
三
会
議
室

栃主
木
人催
権
擁
護
委
員
協
議
会

宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局

問
合
せ
先

住
民
諜
町
民
生

活
係

音
８
１
－
１
８
２
７

10



ヽ一一

農
業
委
員
2
3
名
が
決
ま
り
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員

統
一
選
挙
が
７
月
２
日
に
告
示
さ
れ
、

同
日
午
後
５
時
に
届
け
出
を
締
め
切
り

ま
し
た
が
、
定
数
1
8
名
（
壬
生
選
挙
区

５
、
稲
葉
選
挙
区
６
、
南
犬
飼
選
挙
区

７
）
の
と
こ
ろ
、
届
け
出
も
同
数
の
た

め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
議
会
（
学
識
経
験
者
）
並

び
に
農
業
共
済
、
農
業
協
同
組
合
の
推

新農業委員の皆さん

薦
５
名
を
加
え
、
新
し
い
農
業
委
員
会
　
　
中
川
　
又
次

委
員
が
次
の
2
3
名
の
方
々
に
決
ま
り
ま
　
　
　
（
国
谷
こ
ご
１
・
ご
こ
２

し
た
。

　
さ
ら
に
2
3
目
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、

担
当
農
事
部
の
ほ
か
、
役
職
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）
　
（
　
）
内
は
担
当
農
事
部

　
一
選
挙
】

市
川
　
義
夫

（
第
二
玉
表
町
・
東
下
台
・
下
表
町
・
中
表
町
）

橋
本
　
喜
男

　
（
台
坪
立
膝
井
中
部
・
田
向
稲
荷
内
）

戸
綺
　
良
男

　
　
　
　
三
好
町
・
旭
町
・
星
の
宮
）

篠
原
　
富
太
郎

　
呈
宝
町
・
六
美
町
南
・
六
美
町
北
）

荒
川
　
林
一

　
　
　
（
壬
生
下
馬
木
・
新
町
・
万
町
）

手
塚
　
英
雄
（
東
雁
・
鯉
沼
・
福
和
田
）

坂
田
　
昇
一
　
（
稲
葉
下
馬
木
・
下
町
）

赤
羽
根
　
光
　
　
　
　
（
西
部
・
台
宿
）

小
野
口
圭
一
　
　
　
　
　
（
本
郷
・
松
原
）

別
井
　
正
男
　
　
　
　
（
中
央
・
下
坪
）

伊
藤
　
充
哉
　
　
　
　
　
　
　
呈
町
）

倉
持
　
保
弘

　
　
　
（
北
小
林
二
才
（
二
才
Ξ
ご
）

臼
井
　
利
男

　
　
　
（
助
谷
原
・
助
谷
□
才
こ
日

中
村
　
一
雄
　
　
〔
中
泉
二
才
こ
Ｉ
〕
）

こ
ご
３
）

野
渾
　
忠
雄

　
　
　
　
　
〔
安
塚
一
コ
ー
・
ニ
〕
２
）

西
島
ト
キ
エ

　
（
安
塚
三
Ｙ
∴
三
２
・
上
長
田
〔
I
D
且
〕

小
林
　
弘
美
玉
田
｛
コ
　
・
　
〔
二
ご

　
「
選
任
」

杉
野
　
　
昇
［
農
協
］

落
合
　
幸
一
　
［
共
済
］

松
井
　
晴
夫
【
議
会
】

中
嶋

（
馬
場
・

（
北
原
）

原
宿
）

　
（
通
町
・
屋
敷
・
西
高
野
）

正
【
議
会
】

　
（
釜
ケ
淵
・
原
坪
・
鹿
島
）

田
中
　
一
男
【
議
会
】

　
（
国
谷
作
道
・
国
母
一
Ｙ
・

役
　
職会職

務
代

理長

運
営
委
員

μ　11　11　11

□
２
・
国
心
匠
】
）

篠
原
富
太
郎

戸
崎
中
村
荒
川
手
塚
倉
持
松
井
中
嶋
田
中

良
男

一

雄

林

一

英
雄
保
弘
晴
夫
　
正
一
男

-

||平成144度瑞境ｶｳﾝｾﾗｰ募集||

回粟境カウンセラー登録制度とは

　　環境保全に取り組む市民団体や事業者等に対してき

　め細かな助言を行うことができる人材を登録する制度

　で、環境省が「環境カウンセラー登録制度実施規程

　（平成８年９月５日付環境庁告示第54号）」に基づき実

　施しています。

環境カウンセラーに登録されると、その登録簿はイj/f

　ンターネットを通じて広く一般に公表され、環境保全に関する取組や活動を行おうとしている各主体に

　対して、登録者の情報が提供されることになります。

　　環境カウンセラーになるためには、経歴等を記載した申請書及び指定されたテーマに沿った論文によ

　る書面審査、そして面接審査に合格することが必要です。面接審査に合格された方には、環境大臣から

　「環境カウンセラー登録証」が交付されます。

胆募集要綱送付等に関する問い合わせ先

　㈱日本環境協会

昔03-3508-2651　Fax03-3508-2570　〒105-0003　東京都港区西新橋1-7-2虎の門高木ビル７Ｆ

あ環境カウンセラーホームベージ

　http://www.env.go.jp/policy/counse1/method.htm1
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寸ず紆]洲ﾚﾝﾀ硲枕砥れ
◇「マイ・チャレンジ」つて伺なの？

　　中学２年生が、教室から地域に飛び出して、５日間、地

　域の人たちの指導や支援を受けながら､身をもって取り組む

　社会体験活動のことです。現在全県的に展開されている心

　の教育総合推進「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動

　の「地域実践版」とも言えるでしょう。

◆どうして「マイ・チャレンジ」な/Lでやるの？

　　学校だけではなかなかできない、以下のような教育上の効果が期待できることから実施さ

　れます。

　①生徒にとって

　　・地域の人々とふれあうことで、あいさつや社会のマナーの必要性を身をもって感じ、「共に

　生きる心」や「感謝の心」が実感をもって育まれる。

・地域や地域の人々を身近に感じ、地域の一員としての自覚

　がもてる。

・体験を通して、今までの自分を見直し、これからの「生き

　方」を真剣に考えるようになる。

②家庭にとって

・体験活動の話題をきっかけに、家族で「社会のこと」や

　「子どもの将来」について話し合われるようになる。

　・家族の中で、子どもの「よさ」や「課題」が見えてくる。

③学校や地域にとって

・体験活動後も、５日間で出来上がった地域の人々と生徒の関係を大切にすることで、地域

　と学校の連携が深まる。

・地域の人々と生徒が、あいさつし合ったり声を掛け合ったりするようになることで、地域

　の教育力が高まる。

◇「マイ・チャレンジ」は中９生だけで活動するの？

　　活動期間中、生徒は自宅から体験先まで直接通います。

　活動中は体験先（商店、工場、施設など）の方々や、地

　域（保護者、高齢者など）の方々が「指導ボランティア」

　として生徒の活動の指導や支援に当たってくださいます。

　　また、学校の先生も毎日担当活動場所への巡回指導を

　行います。

◆「マイ・チャレンジ」の活動申に、けガを

　したりものをこわしたりしたらどうするの？

　学校では、活動前に生徒にけがや事故のないよう十

分指導しますが、万一事故が起きた場合を考え、参加

する中学生、指導ボランティアのけがや商品・施設な

どの破損に備える保険に加入します。

12



マf･于ゃしンジ

Cgn↓[但F【: (ヂ？レンジ) 14歳、自分への挑戦

communicalion
oミニ1ニり‾‾シ偏と地域とのか方わり

Communi麹 (コ ミコニティ）これが５の地域社公

※マイ・チャレンジ（My Challenge）の
　　　　　　　　　　　　　頭文字Ｍを３つのＣで表現

14歳………1………地域に学ぶいきいきふれあい体験（５日間）

平成14年度十壬生町マイ・チャレンジ推進事業

　壬生町の中学２年生411名（壬生中244名、南犬飼中167名）が５日間

（壬生中:平成14年11月18日～11月22日／南犬飼中:平成15年２月３日～２月７日）学校を離れ、

　　自分の興味・関心のあること

　　将来やってみたいこと

　　地域の大人の人からアドバイスをもらったこと

などに基づき、グループごとに地域に出かけていき、教室では学べない社会体験活動を行います。

マイ゛・チャレンジj体験薇勲膏袁えるjため)

　　　　難球殼みなざんの)ご環解ご協力をお願い4L｡家禽ｌ

※

この事業は授業の一環として行うため、学校が中心となって計画・実施されますが

　◇「学校・家庭・地域が力を合わせて地域の子どもを育てる」ことが趣旨であること

　◇体験活動が地域社会で行われること

　　　　　　　　　　から、地域のみなさんのご理解・ご協力が何よりも大切になります。

　実際、平成12 ・ 13年度に壬生中学校がマイ・チャレンジパイロット校として実施した際

　地域の多＜の方々から、体験場所のご提供、指導ボランティアとしての指導等心温まる、

　いろいろなご協力をいただきました。ほんとうにありがとうございました。

壬生町マイ・チャレンジ推進協議会が地域へ
の広報や協力依頼、体験場所や指導ボランティ

アの確保に努力しています。

マイ・チャレンジ推進協議会の構成

　　　　　　　　　　　　　　（学校関係以外）

☆壬生町女性団体連絡協議会

★壬生町老人クラブ連合会

☆壬生町ＰＴＡ連合会

★壬生町社会福祉協議会事務局

☆壬生町自治会連合会

★壬生町民生委員協議会

☆壬生町社会教育委員

★おもちゃ団地協同組合事務局

☆壬生町商工会事務局

★壬生町各商店会（おもちゃのまち／おもちゃ

　のまち東口／栄町蘭学通り／仲通町）

☆下野農業協同組合壬生地区営農経済センター

★壬生町認定農業者協議会

☆壬生町役場関係各課
｜

◆◇◆地域のみなさんへの３つのお願い◇◆◇

　①壬生中・南犬飼中の生徒をそれぞれの活動期間

　　中に、原則５日問受け入れていただける企業・

　　商店・事業所・サークル・施設などがありまし

　　たら、下記の連絡先までご連絡ください。

②活動期間に指導ボランティアとして、指導して

　いただける方がいらっしやいましたら､下記の

　連絡先までご連絡ください。

③活動期間中、中学２年生が体験活動に取り組ん

　でいる姿を見かけられたときには、あいさつや
　励まし、アドバイスなどの言葉をかけてあげて

　ください。

　　　　　　ご連絡・お問い合わせ先

壬生中（田中　修）:TEL82-6690 FAX82-2049

南犬飼中（粂川健司）:TEL82-0134 FAX85-1205
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まちのわだい
　
熟
年
老
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｔ
基
礎
講

座
が
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
年
輩
老
を
対
象

と
し
た
Ｉ
Ｔ
講
座
も
実
施
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
を
受
け
、
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
に
か
け
て
、
６
日
開
、
計
1
8
時

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
4
0
代
後
半
か

ら
8
0
歳
ま
で
2
6
名
の
方
が
受
講
し
ま
し

た
。
受
講
者
の
う
ち
、
半
数
以
上
が
6
0

歳
以
上
の
方
で
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
当
初
、
普

段
ロ
ー
マ
宇
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
親
切
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、
最

終
日
に
は
、
受
講
生
同
士
で
メ
ー
ル
の

交
換
が
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

70歳・80歳はまだまだこれから！

インターネット・メールに挑戦

受
講
さ
れ
た
7
9
歳
の
石
塚
貞
男
さ
ん
は
、

「
専
門
用
語
や
記
号
が
難
し
か
っ
た
が
、

先
生
や
周
り
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き

楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

友
人
と
メ
ー
ル
の
交
換
を
し
て
み
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に

は
是
非
参
加
し
た
い
で
す
。
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
高
齢
者
の

女
性
（
8
0
歳
）
は
、
「
先
輩
方
が
既
に

や
ら
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
も
や
っ
て

み
た
い
。
と
思
い
申
し
込
み
ま
し
た
。

離
れ
て
暮
ら
す
孫
と
メ
ー
ル
の
交
換
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
生
涯
学
習
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

心〃

パソコンに向かい真剣そのもの

- 一 一

　　南犬飼中で人権講話

人権擁護委員協議会が開催

　
人
権
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
中
嶋
文
一
郎
会
長
）
で
は
、
７
月
８

日
南
犬
飼
中
学
校
で
人
権
講
話
を
行
い

ま
し
た
。

　
３
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
た
講

演
会
で
は
、
碓
氷
侑
男
委
員
が
「
人
権

を
尊
重
す
る
に
は
、
他
人
を
思
い
や
る

心
の
大
切
さ
、
心
の
痛
み
の
わ
か
る
人

に
な
る
こ
と
」
、
「
い
じ
め
は
犯
罪
、
み
　
Ｈ

ん
な
の
力
で
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
見
逃
さ
な
い
。
そ
う
い
う
気
持

ち
を
も
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

そ
の
後
「
い
じ
め
１
そ
の
実
態
と
克
服

の
道
を
探
る
」
と
題
し
た
映
画
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　
秋
に
は
壬
生
中
学
校
で
も
、
こ
の
人

権
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

碓氷委員による講話

人
権
擁
護
に
努
め
表
彰
さ
れ
る

　
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
総

会
が
６
月
2
7
目
宇
都
宮
市
で
開
か
れ
、

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
、
中
嶋
文
一
郎

さ
ん
が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
か
ら
、

大
森
忠
さ
ん
と
高
橋
弘
行
さ
ん
が
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
、
碓
木

棺
男
さ
ん
が
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合

ヽ一一

会
長
か
ら
、
ま
た
、
石
崎
典
子
さ
ん
が

宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
多
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

- 一 一

一人一鉢菊花栽培

　丿　俯仰　安塚小学校價　⑥⑨

ヘルメット着用を徹底

　壬生北小で交通安全教室

　
７
月
1
7
日
、
安
塚
小
学
校
で
ふ
れ
あ

い
交
流
活
動
（
菊
花
栽
培
）
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
菊
花
栽
培
は
、
草
花
を
育
て
る

　
壬
生
北
小
で
は
７
月
1
7
口
、
全
校
児

童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
変
化
す
る
交
通
事
情

の
中
、
夏
休
み
を
前
に
、
交
通
安
全
の

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底
、
あ
ご
ヒ
モ

の
着
用
、
道
路
の
左
側
通
行
な
ど
、
栃

木
警
察
署
上
田
駐
在
所
、
高
橋
巡
査
部

長
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
は
、

自
宅
か
ら
自
転
車
を
持
ち
寄
り
、
３
・

４
年
生
は
校
庭
に
作
っ
た
模
擬
道
路
で
、

５
・
６
年
生
は
実
際
に
路
上
に
出
て
、

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
習
し
ま

し
た
。

どんな菊の花が咲＜か楽しみです

一
こ
と
で
生
命
尊
重
や
思
い
や
り
の
心
を

育
む
と
共
に
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
と

交
流
を
深
め
よ
う
と
３
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
５
・
６
年
生
全
員
が
、
町

菊
花
会
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
1
5
セ
ン
チ
ほ
ど
の
苗
を
、
会
の
皆
さ

ん
の
指
導
で
鉢
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
鉢
は
夏
休
み
期
間
中
自
宅
に
持
ち
帰

り
育
て
ら
れ
、
新
学
期
か
ら
は
ま
た
学

校
に
持
ち
寄
り
育
て
ら
れ
ま
す
。

　
秋
に
は
最
寄
り
の
駅
や
郵
便
局
・
公

民
館
な
ど
に
飾
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
児

童
た
ち
が
思
い
を
込
め
て
育
て
た
菊
の

花
が
、
皆
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
、
１
・
２

年
生
は
学
校
前
の
横
断
歩
道
で
正
し
い

渡
り
方
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

路上学習ヘレ1ノツゴー！

－ 一 一 一 一
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玉
入
れ
と
輪
投
げ
で
交
通
安
全
を
普
及

　
栃
木
警
察
署
壬
生
交
番

の
諏
訪
時
一
巡
査
部
長
が

こ
の
ほ
ど
、
交
通
安
全
普

及
用
「
輪
投
げ
」
と
「
玉

入
れ
」
の
ゲ
ー
ム
板
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
板
は
、
高

齢
者
や
保
育
園
児
な
ど
の

交
通
講
話
の
時
に
利
用
す

る
も
の
で
、
信
号
の
色
の

的
に
玉
や
輪
が
入
る
と
点

数
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

安全運転の技を競う

壬生町安全運転競技大会

　
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

（
梁
島
ケ
イ
子
会
長
）
主
催
の
安
全
運

転
競
技
大
会
が
、
７
月
1
2
日
に
壬
生
自

動
車
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
、
一
般
の

部
（
参
加
者
1
0
名
）
と
シ
ル
バ
ー
の
部

（
参
加
者
５
名
）
　
で
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
成
績
（
入
賞
者
）
は
次
の
と
お
り
で
、

８
月
2
6
日
に
行
わ
れ
る
、
栃
木
地
区
安

全
運
転
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

一
般
の
部

　
上
位
　
大
場
フ
サ
子

　
２
位
　
星
野
陽
子

　
３
位
　
丸
山
幸
子

　
４
位
　
池
沢
み
え
子

ら
信
号
の
色
を
覚
え
て
も
ら

い
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安

全
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
言

う
も
の
で
す
。

　
諏
訪
さ
ん
は
「
こ
の
ゲ
ー

ム
板
を
町
に
寄
贈
し
ま
す
の

で
、
交
通
関
係
の
団
体
ば
か

り
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
に
貸
し
出
し
て
も
ら
い
、

交
通
安
全
の
普
及
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
の
部

　
１
位
　
梁
島
ケ
イ
子

　
２
位
　
伊
藤
雄
重
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二
の
’
目
慢
料
理
⑤

干び:ようと

蔽ぽ

渡
漫
美
知
子
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　
壬
生
町
は
干
瓢
と
ゴ
ボ
ウ
の
特
産
地

で
す
。
そ
の
特
産
物
を
生
か
し
た
ハ
幡

巻
で
す
。
干
瓢
と
ゴ
ボ
ウ
は
カ
ル
シ
ウ

ム
、
食
物
繊
維
が
多
く
、
今
で
は
健
康

食
品
の
一
つ
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
料
（
５
人
分
）

　
干
瓢
4
0
ｇ
、
ゴ
ボ
ウ
（
細
い
物
）
５

本
、
長
人
参
1
0
0
ｇ
、
だ
し
汁
４
カ
ッ
プ
、

砂
糖
大
さ
じ
２
、
み
り
ん
大
さ
じ
３
、

醤
油
大
さ
じ
４
、
豚
肉
赤
身
薄
切
り
4
0
0

ｇ
、
イ
ン
グ
ン
4
0
ｇ

①
干
瓢
は
塩
で
も
み
洗
い
し
、
水
の
中

　
に
５
～
６
分
つ
け
る
。
お
湯
で
５
～

　
1
0
分
煮
る
。

②
長
人
参
を
縦
に
４
分
の
Ｉ
に
切
り
、

　
面
取
り
を
す
る
。

､ ヽ －

③
ゴ
ボ
ウ
は
皮
を
こ
そ
げ
て
、
2
0
セ
ン

　
チ
の
長
さ
に
切
る
。
太
い
も
の
は
縦

　
に
４
～
６
等
分
し
、
酢
水
に
さ
ら
し

　
て
あ
く
抜
き
し
柔
ら
か
く
下
煮
す
る
。

④
人
参
を
中
心
に
し
て
周
り
を
ゴ
ボ
ウ

　
で
包
み
さ
ら
に
周
り
を
豚
肉
で
巻
く
。

　
次
ぎ
に
干
瓢
を
包
帯
巻
き
に
二
重
に

　
巻
い
て
楊
枝
で
と
め
る
。

⑤
鍋
に
だ
し
汁
、
砂
糖
、
み
り
ん
、
醤

　
油
を
入
れ
、
そ
の
中
に
④
を
入
れ
て

　
落
と
し
蓋
を
し
て
、
汁
が
な
く
な
る

　
ま
で
煮
込
む
。
煮
え
た
ら
２
セ
ン
チ

　
の
長
さ
に
切
っ
て
盛
り
つ
け
、
色
よ

　
く
萄
で
た
イ
ン
グ
ン
を
添
え
る
。

　
こ
の
料
理
は
、
保
存
も
で
き
、
真
空

パ
ッ
ク
に
し
て
冷
凍
し
て
お
き
、
食
べ

る
と
き
に
お
湯
で
温
め
れ
ば
食
べ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
正
月
料
理
と
し
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

暮らしの
ヮンポイント

　
　
ち
ょ
っ
と
動
い
て

も
汗
が
吹
き
出
る
こ
の

季
節
。
汗
で
汚
れ
た
衣

類
を
そ
の
た
び
に
洗
う

の
は
大
変
で
す
が
、
放
っ

て
お
く
と
汗
く
さ
く
な

る
し
、
汗
じ
み
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
ん
な
方
法
で
手
軽
に

汚
れ
を
落
と
し
て
み
ま
し
よ

う
。
　
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
汗

を
か
い
た
衣
服
は
す
ぐ
に
脱

い
で
裏
返
し
、
霧
吹
き
を
か

け
ま
す
。
全
体
が
湿
る
程
度

に
か
け
ま
す
が
、
特
に
わ
き

の
下
な
ど
汗
の
か
き
や
す
い

と
こ
ろ
に
た
っ
ぷ
り
と
。
そ

の
後
、
乾
い
た
タ
オ
ル
で
水

分
を
取
り
、
風
通
し
の
よ
い

所
に
干
し
て
乾
か
し
ま
す
。

　
汗
は
水
に
溶
け
る
の
で
、

少
々
の
汗

な
ら
こ
の
手
入
れ
を
し
て
お
け
ば
汗
く

さ
く
な
っ
た
り
、
汗
じ
み
が
残
っ
た
り

す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
み
が
付

い
て
し
ま
っ
た
時
は
、
レ
モ
ン
半
個
分

の
し
ぼ
り
汁
を
洗
面
器
一
杯
の
熱
い
湯

に
入
れ
、
衣
類
を
一
晩
つ
け
て
お
く
と

き
れ
い
に
落
ち
ま
す
。

　
汗
じ
み
が
で
き
る
の
を
予
防
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ

ウ
ス
を
着
る
前
に
、
わ
き
の
下
な
ど
汗

じ
み
が
で
き
や
す
い
所
に
、
水
で
薄
く

溶
い
た
洗
濯
の
り
を
霧
吹
き
で
吹
き
付

け
て
お
き
ま
す
。
売
ら
れ
て
い
る
ス
プ

レ
ー
タ
イ
プ
の
洗
濯
の
り
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
の
り
が
汗
を
吸
い
取
り
、
洗

　
　
　
　
濯
す
る
と
の
り
と
Ｉ
緒
に
そ

　
　
　
　
の
汚
れ
も
洗
い
落
と
さ
れ
る

　
　
　
　
の
で
、
跡
が
残
る
心
配
が
あ

手軽に解消
り
ま
せ
ん
。
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とっておきの

　
2
0
代
か
ら
約
4
6
年
間
、
屋
根
の
瓦
ふ

き
を
専
門
に
行
っ
て
い
る
山
川
登
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　
1
9
歳
で
就
職
し
た
山
川
さ
ん
は
１
年

間
モ
ル
タ
ル
作
り
を
し
た
あ
と
、
４
年

間
の
瓦
ふ
き
修
行
を
選
択
し
、
以
後
現

在
に
い
た
る
ま
で
瓦
ふ
き
専
門
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
会
社
の
仕
事
の
他

に
も
個
人
的
に
頼
ま
れ
れ
ば
、
屋
根
の

雨
漏
り
直
し
や
葺
き
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
は
屋
根
診
断
士
に
診
断
し
て
も

ら
っ
た
人
か
ら
、
修
理
を
頼
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
、
１
年
間
に
５
～
６
件
の
修

理
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
中
に
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
屋

根
か
ら
落
ち
、
肋
骨
を
折
っ
た
こ
と
や
、

屋
根
の
熱
さ
で
足
を
や
け
ど
し
た
こ
と

このハンマーが作業道具です

が
何
回
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
、

気
を
引
き
締
め
、
厚
手
の
靴
下
を
一
年

中
履
き
、
習
慣
づ
け
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
ま
た
、
屋
根
に
よ
っ
て
は
、
洋
風
・

和
風
の
他
に
、
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
葺
か
れ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
と
か
。
若

い
頃
は
現
場
で
屋
根
を
見
る
ま
で
は
心

配
で
仕
方
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今

で
は
何
の
心
配
も
な
く
、
ど
ん
な
形
の

屋
根
で
も
対
応
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

旅
行
に
行
っ
た
時
も
、
景
色
の
中
で
屋

根
に
気
を
配
り
、
研
究
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

　
上
木
工
事
の
方
が
若
い
人
に
好
ま
れ

な
か
な
か
次
の
人
材
が
育
た
な
い
そ
う

で
す
が
、
「
無
事
故
で
、
お
客
さ
ん
に

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

雨漏り修理で

　引っﾉ張y･..･1り.･だこ

台坪　山川　登さん

-

身
ｉ

ｌ

＆

lt

近
な

j4ﾐEI

　　●●-一擲

謳

人

権

i-啼
佃

談

-4≡「

マ’
例

患

よ
り
W

民
事
関
係

農
地
の
売
買

Ｑ
：
住
家
を
建
て
る
た
め
畑
2
0
0
ｍ
を
買

　
い
売
り
主
か
ら
売
買
証
書
と
代
金
の

　
領
収
書
を
受
け
取
っ
た
が
、
こ
れ
で

　
こ
の
土
地
は
、
買
い
主
の
所
有
と
な

　
る
か
。

Ａ
：
農
地
の
売
買
は
、
県
知
事
の
許
可

　
が
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な
い
。
ま

　
た
、
そ
の
土
地
の
所
有
権
を
第
三
者

　
に
主
張
す
る
た
め
に
は
、
所
有
権
移

　
転
登
記
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

登
記
簿
の
調
査
方
法

Ｑ
・
・
土
地
を
買
う
に
は
、
登
記
簿
を
調

　
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
聞
い
た
。

　
登
記
簿
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
ど

　
う
し
た
ら
見
せ
て
も
ら
え
る
か
。

Ａ
：
登
記
簿
は
、
土
地
建
物
に
つ
い
て
、

　
そ
の
物
的
内
容
、
所
有
権
の
帰
属
、

　
担
保
権
の
有
無
、
内
容
等
を
記
入
し

た
帳
簿
で
、
各
地
の
法
務
局
・
地
方

法
務
局
、
出
張
所
（
登
記
所
）
に
備

え
付
け
て
あ
る
。
閲
覧
申
請
書
を
出

し
、
手
数
料
を
収
め
れ
ば
誰
で
も
見

せ
て
も
ら
え
る
。

調
停
・
和
解

Ｑ
：
調
停
と
か
和
解
と
か
聞
く
が
、
ど

　
ん
な
こ
と
か
。

Ａ
：
調
停
も
和
解
も
、
裁
判
上
の
手
続

　
き
で
は
あ
る
が
、
判
決
で
勝
敗
を
決

　
め
ず
、
お
互
い
が
譲
歩
し
納
得
し
て

　
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

　
て
、
当
事
者
双
方
が
承
諾
し
な
け
れ

　
ば
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た

　
ん
成
立
す
る
と
判
決
と
同
じ
効
力
を

　
持
つ
の
で
、
相
手
が
決
め
ら
れ
た
こ

　
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
強
制
執
行
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
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学
校
評
議
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
り
‥

　
６
月
2
6
目
、
学
校
評
議
員
4
0
名
（
各

小
学
校
か
ら
は
３
名
～
５
名
。
中
学
校

か
ら
は
各
５
名
）
の
方
に
、
教
育
長
よ

り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
教
育
長
か
ら
、
「
よ
り
開
か
れ
た

学
校
の
推
進
の
た
め
に
評
議
員
の
方
々

の
幅
広
い
声
を
学
校
に
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
協

力
の
た
め
の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校
が

地
域
住
民
の
信
頼
に
応
え
、
家
庭
や
地

域
と
連
携
協
力
し
、
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
図
り
、
よ
り

一
肩
地
域
に
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
①
保
護
者
や
地
域
住

民
の
意
向
を
把
握
。
②
地
域
の
実
情
等

に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
。
③
相
互
に
連

携
協
力
で
き
る
関
係
の
熟
成
。
④
学
校

運
営
の
状
況
等
を
周
知
す
る
。
な
ど
学

校
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）

壬
生
小

　
佐
藤
啓
次
郎
・
内
山
功
・
中
里
年
昭

代表して松本正義さんに委嘱状が交付されました

　
手
塚
代
志
子
・
加
藤
美
智
枝

藤
井
小

　
栃
木
正
∵
山
川
一
男
・
海
老
沼
征

　
子
壬
生
東
小

　
加
藤
邦
重
・
佐
藤
弘
・
野
口
百
合
子

　
野
村
久
恵

睦
小
　
前
田
正
丁
千
種
雄
丁
青
柳
と
き

　
高
橋
郁
代

稲
葉
小

　
荒
川
正
・
神
長
一
弘
・
神
長
孝
子
・

　
大
場
陽
子

羽
生
田
小

　
早
乙
女
幸
丁
赤
羽
根
信
行
・
早
乙

　
女
ハ
ツ

壬
生
北
小

　
亀
田
和
己
・
臼
井
章
夫
・
山
井
一
男

安
塚
小

　
花
輪
直
衛
・
瓦
井
研
ご
∵
鈴
木
理
助

　
浜
田
叔
子

壬
生
中

　
松
本
正
義
・
鯉
沼
和
夫
・
柏
崎
美
代

　
子
・
佐
藤
み
き
子
・
落
合
京
子

南
犬
飼
中

　
粂
川
憲
∵
中
村
一
雄
・
岡
田
章
仁

　
橋
本
京
子
・
青
木
恵
美

第54回下都賀郡民体育祭

　　　総合第４位の活躍

　
第
5
4
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
が
７
月

Ｈ
日
・
2
1
目
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
大

平
町
運
動
公
園
他
の
各
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
２
月
の
ス
キ
ー
競
技
か
ら
始
ま
っ
た

今
大
会
は
、
2
4
種
目
（
う
ち
２
種
目
は

オ
ー
プ
ン
）
で
競
わ
れ
、
各
種
目
と
も
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
総
合

で
は
第
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

・
総
合
順
位

優
　
勝
　
大
平
町
　
　
7
3
・
５
点

準
優
勝
　
野
木
町
　
　
6
0
点

第
３
位
　
藤
岡
町
　
　
5
0
・
５
点

総合開会式の入場行進（昨年の優勝旗を持つ松本体協会長）

第
４
位
　
壬
生
町
　
　
4
9
・
５
点

　
種
目
別
成
績

優
　
勝
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
銃
剣
道
（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

準
優
勝
　
テ
ニ
ス

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

第
３
位
　
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
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第19回

町民ゴルフ大会
(７月４日星の宮カントリー倶楽部

　　　　　　　　　　77名参加)

-

左より　小田垣さん、渡辺さん、天野さん、清水町長

総合の部 グロス ネット

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

６　位

７　位

８　位

９　位

10　位

渡辺　稔夫

天野　優子

柏崎　壽男

豊後　　勝

大関　　弘

墨山　　明

宇賀神　寿

伴　　　悟

鈴木　啓子

渡辺　　平

94

80

81

77

87

87

85

83

81

98

65.2

65.6

66.6

67.4

67.8

67.8

68.2

68.6

69

69.2

女子の部 グロス ネット

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

天野　優子

鈴木　啓子

浅田ヨネ子

笹崎　和子

西村恵美子

80

81

91

99

109

65.6

69

74.2

75

77.8

男子グロスの部 スコア

優　勝

準優勝

３　ｲ立

４　位

５　位

小田垣忠宏
　　　たくお鈴木　拓男

高岩　基治

豊後　　勝

又井　正男

73

73

75

77

79

女子グロスの部 スコア

優　勝

率優勝

天野　優子

鈴木　啓子

80

81
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壬
生
町
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
新
種
目
も
加
わ
り
好
記
録

　
壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中

一
男
会
長
）
主
催
の
、
平
成
1
4
年
度
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
梅
雨
の

合
間
の
６
月
2
6
日
用
、
会
員
3
3
名
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
認
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
４
名

の
講
師
の
も
と
に
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、

ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
・
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
、
新
種
目
の
ボ
ッ

チ
ヤ
の
４
種
目
か
ら
、
一
人
２
種
目
を

子
ノ
ト
リ
ー
し
て
、
前
半
・
後
半
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
気
持
ち
良

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
前
後
半
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
　
　
（
前
半
戦
）
　
　
　
（
後
半
戦
）

１
位
　
篠
原
一
男
　
　
　
大
塚
道
夫

〔〕酵舞貧)

砂う,糾1どﾀｸだ

豪放

２
位
　
斎
藤
正
男

３
位
　
梁
鳥
ノ
ブ

　
ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク

　
　
　
（
前
半
戦
）

小
久
保
ミ
イ

田
中
一
男

（
後
半
戦
）

１
位
　
赤
羽
根
新
一
　
　
藤
栄
　
武

２
位
　
菊
地
ヨ
シ
　
　
　
高
木
一
正

３
位
　
別
井
ト
ミ
　
　
　
神
水
勝
一

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
‘
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

　
　
　
（
前
半
戦
）
　
　
　
（
後
半
戦
）

１
位
　
藤
栄
　
武
　
　
　
篠
原
一
男

２
位
　
朝
日
　
昭
　
　
　
篠
原
カ
ツ

３
位
　
冨
居
栄
一
　
　
　
菊
地
ヨ
シ

　
ボ
ッ
チ
ャ
（
団
体
戦
前
後
半
合
わ
せ
て
）

１
位
グ
ル
ー
プ

大
塚
道
夫
・
篠
原
カ
ツ
・
阿
久
津
ト
ヨ

２
位
グ
ル
ー
プ

冨
居
栄
丁
石
村
タ
ケ
・
斎
藤
正
男

　
５
月
2
5
日
に
、
県
総
合
運
動
公
園
で

行
わ
れ
た
栃
木
県
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
大

会
に
、
睦
作
業
所
か
ら
金
山
、
益
子
、

市
井
、
大
庭
、
石
村
、
神
永
、
三
上
、

村
松
の
８
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
4
0
0

ｍ
走
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
各
自
が
得
意

と
す
る
種
目
に
出
場
し
、
人
貧
者
が
多

数
出
る
な
ど
日
頃
の
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
き
ま
し
た
。
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募
集

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の

か
ん
ぴ
ょ
う
料
理
募
集
り
‥

　
栃
木
県
特
産
の
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ

た
「
第
３
回
か
ん
ぴ
ょ
う
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　
９
月
3
0
日

●
審
　
　
査
　
書
類
審
査
　
1
0
月
９
口

　
　
　
　
　
　
本
審
査
　
　
Ｈ
月
７
日

●
審
査
会
場

　
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
応
募
方
法

　
応
募
は
、
応
募
票
に
作
品
の
写
真

（
カ
ラ
ー
）
　
１
枚
を
添
付
し
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先

　
〒
３
２
０
－
８
６
６
６
宇
都
宮
市
本

町
1
2
－
Ｈ
　
Ｔ
Ｊ
Ａ
全
農
と
ち
ぎ
園
芸
部

花
き
特
産
課
内
栃
木
県
干
ぴ
ょ
う
生
産

流
通
連
絡
協
議
会

●
応
募
条
件

　
手
軽
に
で
き
る
未
発
表
の
か
ん
ぴ
ょ

う
料
理
で
す
。

㈹(ィバァ)

か
ん
ぴ
ょ
う
を
主
要
材
料
と
す
る
。

一
人
１
作
品
と
す
る
。

材
料
費
は
、
１
点
（
４
人
分
）
２

千
円
以
内
と
す
る
。
（
応
募
者
負
担
）

�
　
作
品
は
、
１
時
間
以
内
で
調
理
で

き
る
も
の
。
但
し
か
ん
ぴ
ょ
う
を
も
ど

す
時
間
は
除
く
。

　
応
募
作
品
は
、
書
類
審
査
を
行
い
本

審
査
出
傷
者
1
0
名
を
決
定
し
ま
す
。

　
書
類
審
査
の
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

’
応
募
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
主
催
者

が
一
切
の
権
利
を
有
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
全
数
と
ち
ぎ

　
園
芸
部
　
花
き
・
特
産
諜

　
昔
０
２
８
１
６
２
６
－
２
１
８
０

　
ｍ
０
２
８
－
６
２
１
－
２
２
４
０

　
又
は

　
役
場
数
務
課
振
興
係

　
酋
８
１
－
１
８
４
０

案
内

災
害
と
税

　
地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を

受
け
た
と
き
は
、
次
の
Ｉ
又
は
二
の
い

ず
れ
か
有
利
な
方
法
に
よ
っ
て
、
所
得

税
が
軽
減
・
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

一
　
雑
損
控
除
に
よ
る
場
合

　
　
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
よ
り
生
活

　
に
通
常
必
要
な
資
産
に
損
失
が
生
じ

　
た
場
合
、

　
１
　
損
失
額
－
総
所
得
金
額
等
の
1
0

　
　
分
の
１

　
２
　
損
失
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出

　
　
の
金
額
－
５
万
円

　
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
が
総
所

　
得
金
額
等
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
、

　
３
年
間
の
繰
越
控
除
が
可
能
で
す
。

二
　
災
害
減
免
法
に
よ
る
場
合

　
　
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下

　
の
方
で
、
災
害
に
よ
る
損
害
額
が
住

　
宅
又
は
家
財
の
２
分
の
１
以
上
で
あ

　
る
場
合
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額

　
を
も
と
に
し
て
、
所
得
税
額
の
４
分

　
の
Ｉ
か
ら
全
額
が
軽
減
免
除
さ
れ
ま

　
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
個
人
課
税

第
二
肺
門
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
2
2
－
１
７
１
６

　
〈
相
続
等
に
よ
り

　
　
　
　
取
得
し
た
財
産
に

　
　
　
　
　
　
被
害
を
受
け
た
と
き
〉

　
相
続
税
の
納
税
義
務
者
が
相
続
又
は

遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
、

相
続
税
の
申
告
期
限
後
に
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
場
合
で
、
次
の
Ｉ
又
は

二
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

被
害
が
あ
っ
た
日
以
後
に
お
い
て
納
付

す
べ
き
相
続
税
額
の
う
ち
、
被
害
を
受

け
た
部
分
の
価
額
に
相
当
す
る
税
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

一
　
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基

　
礎
と
な
っ
た
財
産
の
価
額
（
債
務
控

　
除
後
の
価
額
）
の
う
ち
に
、
被
害
を

　
受
け
た
部
分
の
価
額
の
占
め
る
割
合

　
が
1
0
分
の
１
以
上
で
あ
る
と
き

二
　
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基

　
礎
と
な
っ
た
動
産
等
の
価
額
の
う
ち

　
に
、
動
産
等
に
つ
い
て
被
害
を
受
け

　
た
部
分
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
1
0

　
分
の
１
以
上
で
あ
る
と
き

　
ま
た
、
相
続
税
の
申
告
期
限
前
に
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
き
も
同
様

に
、
相
続
税
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
財
産
の
価
額
は
、
被
害
を
受

け
た
部
分
の
価
額
を
控
除
し
た
価
額
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
贈
与
税
に
つ
い
て
も
、
同
様
　
2
0

の
取
扱
い
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
資
産
課
税

第
一
部
門
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
2
2
－
１
７
４
８

　
〈
納
税
の
猶
予
〉

　
災
害
な
ど
に
よ
り
、
相
当
の
損
失
を

受
け
た
場
合
、
管
轄
す
る
税
務
署
に
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
税
の
猶

予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
　
被
害
を
受
け
た
日
に
納
期
限
が
到

　
来
し
て
い
な
い
税
金

　
１
　
被
害
を
受
け
た
目
以
後
１
年
以

　
　
内
に
納
付
す
べ
き
税
金

　
　
↓
納
期
限
か
ら
１
年
以
内

　
２
　
所
得
税
の
予
定
納
税
や
法
人
税

　
　
消
費
税
の
中
間
申
告
分

　
　
↓
確
定
申
告
書
提
出
期
限
ま
で

　
※
い
ず
れ
も
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か

　
ら
二
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
が
必

　
要
で
す
。

二
　
既
に
納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
税

　
金
で
、
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
税
金

　
　
↓
甲
請
の
日
か
ら
１
年
以
内

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
管
理
徴
収

第
一
部
門
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
音
2
2
－
０
８
８
６
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住宅の解体工事には「分別解体の届出」が必要です。

　　（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律）

　　“家主の皆さんべ

　建築物の解体廃棄物の増加がます

ます問題に！

　分別解体と再資源化を理解し地球

に優しい工事をお願いします。

Ｑ　この法律はなぜ制定されたのですか？

Ａ　建設廃棄物は、年間約8､000万トンも

　発生しています。これは、産業活動で発

　生しているゴミの約２励｣、家庭ゴミの約

　1.5ｲ吝もの量にのぼっています。この建

　設廃棄物の処理をめぐって不法投棄や最

　終処分場の不足など様々な問題が発生し

　ています。このため、建物を解体する業

　者に建設廃棄物を分別しながら解体し、

　これをリサイクルすることが義務付けら

　れました。

㎜　　　　　㎜㎜■■■㎜■■■■■■■･･■■■■･･■■■■･･■■■

　Ｑ　分別解体は

、

゛
ベ
ー
″
’
／

ミ
ン
チ
解
体
し
た
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
立
処

分
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
と
言
っ
て
不
法
投
棄

し
て
は
、
私
た
ち
の
環
境
が

壊
さ
れ
て
し
ま
う
「

>

コストがかかりませんか？］

Ａ　最終処分まで含めると建物を解体するために必要に

　なる費用は、平均的にはミンチ解体より分別解体の方

　が安＜なります。

解体工事費用比較

注)下のｸﾞﾗﾌは機械ﾐﾝﾁ解f

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

…
…
…
　
　
澄
偕
ご
祁
乏
守
の
を
Ｉ
理
窟
歿
分
与
ｙ
ｃ

　
　
　
　
　
…
…
　
　
　
回
八
万
計
上

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
恪

　すミ
４、長々

　　前
　　涼

150

ｊ'ｉ８

32

(参考)

機械ミンチ解体後
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分別解体

　　｀申゛゛
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4･ミンチ解体とは､分別せずに建築物

　を一気に壌してしまう解体のことを

凛屋警語朧
回鴬悲恋ごこ鄭奏‾限ご四ゑg倹i言聯繋具

私心ここ↓Ｊ

　　分別解体と

再資源化の義務付け

　　　だから…

『分別』と

『リサイクル』

がリーズナブル

です
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施　　　設 目　　次 場　　　　所
電話番号
(問い合わせ)

生涯学習館 P.24～P.26 落合３丁目５－３ ８２－８３８４

中央公民館 P.27～P.28 本丸１丁目8 －33 ８２－０１０８

稲葉地区公民館 P.29 上稲葉932 ８２－７３７４

南犬飼地区公民館 P.29 安塚1179 ８６－００３１

スポーツ振興諜 P.32 壬生甲3828 ８２－２３４５

勤労青少年ホーム P.31 安塚1179－ 3 ８６－３０４４

歴史民俗資料館 P.31 本丸１丁目8 －33 ８２－８５４４

おもちや博物館 P.32 国谷2300 ８６－７１１１

子育て広場 P.23
生涯学習館・駅東自治公民館

南犬飼地区公民館

濁協公開講座 P.33 北小林880 ８７－２１０７

　一一一一一一一一-一一一一一一一一-一
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子育て広場

　　　　　～いきいき子育て応援～

あなたの子育ては楽しいですか。

親子でふれあい、お友達とおしゃべりをしてリフレッシュ！

きっといきいき子育てに変身しますよ。

(リズム・読み聞かせ、子育てのワンポイント等が毎回あります)

ヽ親子ふれあいサロン

① 10/11 金 おりがみあそび

② 11/ 8 金 わくわくミニ運動会

③ 12/13 金 みんなでクリスマス

④ 1 /10 金 手打ちうどん

⑤ 2 /14 金 すてきなプレゼント

⑥ 3 /14 金 わくわくパーティー

===………対　　象

ソ時　　間

づ募集人員

　会　　場

ご,教材費

:==,……;=.j一一申込先

i=l申込受付

未就学児と親

10 : 00～11 : 30

20組

生涯学習館

１回200円（親子一組）

TEL　82-8384　生涯学習館

9/13（金）ふれあいサロンの時受け付

けます

いちごサロン
　幼稚園児のお母さん、子育てのこと自分自身のこ

と趣味や生活の知恵の情報交換など、お茶しながら

おしゃべりしませんか。

j j

日

j = = ･ ･ j = = = = =

.

･ 一

時

. ぶ . . ,

八

j … … … ' ･ ' ･ . ･

･ .

こ Z X

, こ ，

八

．

' … … … Ｚ ｉ

程
開
場
費

毎月第４金曜日

10 : 00～11 : 30

生涯学習館

１回50円（お茶・菓子代）

ﾑ=申込・問合せ

　　　　　　TEL

　　　　　　TEL

86-1437

82-8384

(池)

生涯学習館

J●

碩冒幽

壬生町子育て支援グループ｢ﾎﾟｹｯﾄ｣
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のびのび広場

① 10/17 木 見て見てメダル

② 11/21 木 動いてゴーゴー

③ 12/19 木 たのしいクリスマス

④ 1 /16 木 リズムあそび

⑤ 2/20 木 ひなまつり

⑥ 3 /13 木 思い出を飾ろう

･｡=こ==･=対　　象　未就学児と親

………時　　間　10: 30～11 : 30

＝募集人員　20組

会　　場　駅東自治公民館

=.J………教材費　１回200円（親子一組）

夕申込・問合せ

　　　　　　TEL　82-7108（斉藤）

　　　　　　TEL　82-6217（早乙女）

　　　　　　TEL　82-8384　生涯学習館

すくすく広場

① 10/24 木 見て見てメダル

② II/28 木 勤いてゴーゴー

③ 12/12 木 たのしいクリスマス

④ 1 /23 木 リズムあそび

⑤ 2/27 木 ひなまつり

⑥ 3/20 木 思い出を飾ろう

ﾂﾞ……対　　象

時　　間

　募集人員

　会　　場

　教材費

未就学兄と親

10 : 30～11 : 30

20組

南犬飼地区公民館

１回200円（親子一組）

=､申込・問合せ

　　　　　　TEL

　　　　　　TEL

　　　　　　TEL

86-2184

86-0031

82-8384

(薮田)

南犬飼地区公民館

生涯学習館



シリーズセミナー“食”

第３回「食卓から愛を伝えよう」

生米れてから一生を終えるまで、食事は身体だけでな＜、心も育てます。

みんなで、楽し＜、おいし＜！

日
場
師

期
会
講

10月26日（土）13 : 30～15 : 30

生涯学習館　講堂

鈴木忠義　氏

　　神奈川県立栄養短期大学　学長

　　元　栃木県　衛生環境部長

第４回　みんなでチャレンジ

さあ実際に、どんなふうに作るのでしょう。みんなでワイワイ！

①　　栃木の食材を使って（１）

　　　　　　どなたでも、男性も歓迎

②　　楽しいおやつ作り

　　　　　　対象：子供（小学生以上）

③　　栃木の食材を使って（２）

　　　　　　どなたでも、男性も歓迎

④　　ゴミ減量は料理から

　　　　　　親子10組

11月２日（土）

11月９日（土）

11月30日（土）

12月了日（土）

指　　導　①～③　ハートのあるおしゃれな料理で評判の料理研究家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田静江先生　他

　　　　　④　　　ＮＨＫ、朝日新聞、下野新聞で報道された

　　　　　　　　　　　　　ふるさと教室　　調理師　坂本安男先生
………=

…

……

会

……

…

';il:IJ

BIF

ヅ持

場
問
参

壬生町生涯学習館

13 : 00～16 : 00

エプロン・フキン・持ち帰り容器

問い合わせ　壬生町セミナースタッフ「みち」

　　　　　　　　　　　代　　表　　木村園恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習館

申し込み　９月22日　生涯学習館にて

TEL/FAX

TEL

86－2083

82－8384

　　　　　　材料費（１回１人500円）　各回　先着20名

※第３回・４回は関連のセミナーです。どちらもご参加＜ださい。
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生涯学習館

外国人のための日本語講座
　　　　　　　　　　　　　　　福田静江　先生　他

　日本語を学んで友達の輪を広げよう・・・外国人

の皆さん、日常生活に必要な日本語を学び、地域の

人々とよりよい交流をしてみませんか。

① 11/ 2 土

日常会話

書き方等

② 11/30 土

③ 12/ 7 土

④ 12/21 土

⑤ 1 /18 土

⑥ 1 /25 土

⑦ ２／１ 土

⑧ 2 /15 土

⑨ 2/22 土

⑩ ３／１ 土
==……時

づy……募

宍会

間

÷募集人員

す教

j……1寺

場
費
品

　
材
参

10 : 00～12 : 00

20名

生涯学習館

1,000円

筆記用具

ｻﾞ………1

……

……゜･:一一民話を聞く集い

　　　　　　　　　　　　　　語りべ　みぶ民話の会

　語り継がれた話、新しい感覚を取り入れた創作民

話。心に温かいなつかしさが蘇ります。皆様お誘い

あわせのうえいらして下さい。

且三白

‥時　　間

‥会　　場

　参加費

25

日 三つの願い・とび不幸・その他

10 : 00～11 : 30

生涯学習館

無　料

※当日直接おいで下さい

○申し込みの受付は、9月22日(日C)

　午前8:30より生涯学習館で行います。

※電話での申し込みは出来ません。

　(開館8:30～17:00　月曜・祝日は休館)

リズムと友達楽しく遊ぼう
リトミック研究センター栃木第１支局長

　　　　　　　　　　　　　加藤玲子先生

　２・３才児を対象に、

ズムの流れや音を通し、

す。

母と子のかかわりの中でリ

感じる心と身体をつくりま

① 10/16 水

ごあいさつ

手合わせパッチン

絵カード

まねっこメロディ

ダンス

マラカスサンバ等

② 10/30 水

③ 11/13 水

④ 11/27 水

⑤ 12/11 水

⑥ 1 /15 水

⑦ 1 /29 水

⑧ 2 /12 水

⑨ 2/26 水

⑩ ３／５ 水
　時　　間

す===募集人員

べ,一会　　場

･.=･y.j･教材費

　備　　考

Ａ班　10 : 00～10 : 50

B班　11 : 00～11 : 50

各班　親子20組（町内）

生涯学習館

2,000円

乳幼児の託児希望は申込時に申請して

ください。

W ’



○申し込みの受付は､９月22日(日)

　午前8:30より生涯学習館で行います。

※電話での申し込みは９月24日から

　(開館8:30～17:00　月曜・祝日は休館)

親子ふれあい教室

生涯学習館

(この講座のみ電話受付可)

開催日 講　座　名 内　　　　　容 費　　用

12/14（土） パソコン教室 オリジナル年賀状作成 無　料

1 /25 （土） マ　ス　釣　り
宇都宮フィッシングセンター

マス釣り＆バーベキュー（町バス利用）

大人1,000円

子供　500円

３／１（上）
足利学校と

佐野ラーメンの旅

足利学校：ばん阿寺・昼食（佐野ラーメン）

郷土博物館（田中正造氏）を訪ねる

　（町バス利用）

入場料・昼食代実費負担

他保険料100円

※詳細は申込者に後日通知致します

　　　　生涯学習館　地域ＩＴリ

地域ＩＴリーダー育成確保プログラムとして、

講座を開催します。

－ダー講座

下記によりＩＴリーダー養成

対象者　壬生町民、壬生町の事業所に勤務している方又は

　　　　　壬生町においてボランティア活動をされている方

　　　　　今後ボランティア活動に参加出来る方　　※本講座の再受講はできません

申込方法　往復ハガキ又は来館下さい。（ハガキ記入は７月８日号お知らせ版を参考にしてください）

受講者　先着順　受付開始　9月22日（日）

ITリーダー
　Ａ講座

開催日 12/ 5（木）9:00～16:00 12/6（金）9:00～16:00 12/ 7（土）9:00～16:00

内　容

　講　義　・　実　技

　コンピュータの機能

ワープロソフト（一太郎）

　講　義　・　実　技

　エ　　ク　　セ　　ル

インターネット・メール

講　義　・　実　技

ネットワーク

教　育　の　現　場

開催日 12/11（水）9:00～12:00 12/12（木）9:00～12:00 12/13（金）9:00～12:00

内　容
講　義　・　実　技

デジタルカメラ

講　義　・　実　技

パワーポイント

講　義　・　実　技

ホームページ

定　員 20人

ITリーダー
　Ｂ講座

開催日 1 /16（木）9:00～16:00 1 /17（金）9:00～16:00 1 /18（土）9:00～16:00

内　容

　講　義　・　実　技

　コンピュータの機能

ワープロソフト（一太郎）

　講　義　・　実　技

　エ　　ク　　セ　　ル

インターネット・メール

講　義　・　実　技

ネットワーク

教　育　の　現　場

開催日 1 /22（水）9:00～12:00 1 /23（木）9:00～12:00 1 /24（金）9:00～12:00

内　容
講　義　・　実　技

デジタルカメラ

講　義　・　実　技

パワーポイント

講　義　・　実　技

ホームページ

定　員 20人

※受講料無料、教材費2､000円程度
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中央公民館

フォークダンス教室
　　　　　　　　　　　　　秋渾則子先生

フォークダンスを楽しく踊りましょう！

① 10/10 木 ストレッチ

② 10/17 木

やさしいフォークダンス

③ 10/24 木

④ 10/31 木

⑤ 11/ 7 木

⑥ 11/14 木

⑦ 11/21 木

⑧ 11/28 木

⑨ 12/12 木 今までの復習

⑩ 12/19 木 ホームパーティ

時　　間　19 : 00～21 : 00

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
歓
待

20名

中央公民館（中会議室）

実費負担

シューズ等

ギター入門
　　　　　　　　ギタリスト　　佐藤　純一先生

　基本、楽譜の読み方、音階、アルベジオを学び、

「禁じられた遊び」の演奏をめざしましょう。先生

の楽しいおしゃべりと演奏もあり！

① 10/ 5 土 基本から！

② 10/19 土 メロディ:単音でﾒﾛﾃﾞｨを弾いてみよう

③ 11/2 土 メロディ:2音でﾒﾛﾃﾞｨを弾いてみよう

④ 11/16 土 和音とメロディ：コードを覚えよう

コードを伴奏しよう⑤ 12/ 7 上

⑥ 12/21 土
テクニック

⑦ 1/11 上

⑧ 1 /25 土 名曲「禁じられた遊びのテーマ」

に挑戦⑨ ２／８ 土

⑩ 2 /22 土 発表会

時　　間

･=募集人員

会
教
持

27

場
費
品

　
材
参

13 : 30～15 : 30

10名

中央公民館（視聴覚室）

実費負担

ギター

○申し込みの受付は、９月21日収)午前９時

　より中央公民館で行います。

※電話での申し込みはできません。

くらしの書道(･jヽ筆とペン)

　　　　　　　　　　　　　　　　井上幸枝先生

　美しい筆跡の手紙は、見る人に感動を与えます。

ゆとりのない今の時代こそ自筆の手紙を描いてみま

しょう。

※前期と同じ講座内容のため、新規の方を募集します。

① 10/ 1 火 ひらがなを書こう

② 10/15 火 住所と氏名、ハガキの表書き、芳名録

③ 11/ 5 火 一般的なお礼（のし袋）

④ 11/19 火 お中元のお礼

⑤ 12/3 火 お見舞・快気祝い（のし袋）

⑥ 12/17 火 手紙の書き方・時候の挨拶（１～４月）

⑦ １／７ 火 時候の挨拶（５月～12月）

⑧ 1 /21 火 季節の見舞状（ハガキ裏書）

⑨ ２／４ 火 贈り物に添えて

⑩ 2 /18 火 巻紙

間　13 : 30～15 : 30

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

20名

中央公民館（学習室）

申込時1,000円　他実費

小筆・ペン又はボールペン・書道用具一式

よさこい踊り (高齢者向け)

　大森隆司先生

　適度な運動として高齢でも気軽にできるのが、

「よさこい踊り」です。お友達と一緒に楽しく踊り

ましょう。

① 10/ 5 土

よさこい踊り

② 10/19 土

③ 11/ 2 土

④ 11/16 土

⑤ 11/30 上

⑥ 12/14 土

⑦ 12/21 土

⑧ 1 /11 土

⑨ 1 /25 土

⑩ 2/15 土
間　10 : 00～12 : 00

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
叙
情

20名

中央公民館（中会議室）

実費負担

運動できる服装
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子ども遊び

　　学び塾

子ども遊び・学び塾
＜施設開放＞

子どもたちの遊びの場として、ふれあい広場を開放

しています。

＜講座の開設＞

子どもや親子を対象とした体験活動の講座を開設し

ます。

※詳細については、学校を通じてお知らせします。

① 9/14 土

施設開放・講座

② 9/28 土

③ 10/12 土

④ 10/26 土

⑤ 11/ 9 土

⑥ 11/30 土

⑦ 12/ 8 土

　時　　間

･一募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

４問い合せ先

9:00～16 : 00

講座により定員あり

嘉陽が丘ふれあい広場

講座により一部負担あり

講座内容により持参品あり

生涯学習課　社会教育係

TEL 81－1873

中央公民館

○申し込みの受付は、９月21日(士)午前９時

　より中央公民館で行います。

※電話での申し込みはできません。

きもの着付け教室
　　　　　　　　　　　　　半田セウ子先生

憧れの「きもの」にチャレンジ！

① 10/11 金 体型の補整と着装

② 10/25 金
着物の着装と半巾帯の結び方、

文庫

③ 11/8 金
着物の着装と文庫の復習、

男結び

④ 11/29 金 着装と名古屋帯の結び方、

ねじり⑤ 12/13 金

⑥ 12/27 金 相手に着付け

袋帯で二重太鼓⑦ 1 /10 金

⑧ 1 /24 金 自分で手結び

袋帯で二重太鼓⑨ 2/14 金

⑩ 2 /28 金 仕上げ
=゜･･時　　間

j==-募集人員

･==･･=i･=j会　　場

･==､.､.･･教材費

(実費負担)

10 : 00～12 : 00

15名

中央公民館（日本間）

１回目　テキスト

　　　　　４回目

持参品　着物等

2,200円

キャミソール1,050円

ヒップパット3,990円

赫壬生町施設振興公社　年間催し物

① 10/12 上 海野義雄＆東京ヴィルトゥオーゾ

② 12/ 7 土 デュークエイセス・壬生少年少女合唱団

③ 1 /18 土 プラハ交響楽団・中村紘子・千佳真理子

④ 2 /15 土 ヴェネツィア合奏団・宮本文昭

時
会
開
場
18 : 30～

壬生中央公民館



南犬飼地区公民館

親子生花サロン

　好きな花を好きな花瓶に押して、

せんか。

　　加藤旭玲先生

親子で楽しんでみま

① 10/ 5 土 ① 11/30 － 上

② 10/26 土 ⑤ 12/14 上

③ 11/9 土 ⑥ 12/27 土

時

対象
　
材
参

会
旅
情

間
者
場
費
品

10 : 00～11 : 30

小学３年生以上の親子　15組

南犬飼地区公民館

各回ともに800円

上履きのみ

※道具は公民館で用意します。

○申し込みの受付は、９月21日(淘

　午前９時より

　直接来館又は電話でお申し込み

　下さい。 TEL86－7374

トールペイント
　　　　　　　　　　　　　　　　琴寄規子先生

　クリスマスにむけて、お部屋を飾るステキな手作りペ

イントにトライしてみませんか。

① 10/ 2 水 コースター

② 10/16 水 クリスマスリース
③ 11/ 6 水

④ 11/20 水
スノーマンプラーク

⑤ 12/4 水

⑥ 12/18 水
風景（冬景色）

⑦ 1 /15 水
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時　　間　9:30～12 : 00

募集人員　15名

会　　場　稲葉地区公民館

教材費　2,000円程度

持参品　筆記用具

○申し込みの受付は、９月21日脚

　午前９時より

　直接来館又は電話でお申し込み

　下さい。TEL86－0031

親業訓練入門講座
　　　　　　親業訓練協会シニアインストラクター

　　　　　　　　　　　　　　　　　木村園恵先生

　体験学習を通じて、参加者自身が親としての役割や子

どもとのコミュニケーションについて考え、見つめ直す。

① 11/ 1 金 親の役割とは・子どもへの日常の

接し方

子どもの気持ちに耳を傾けるために!

② 11/ 8 金

③ 11/15 金

　時　　間

対象者

　会　　場

:j一一教材費

10 : 00～12 : 00

子育てに関心のある方20名

南犬飼地区公民館

3,000円

稲葉地区公民館j………:g〕'j

ﾉｿﾞ……i;

刻字彫教室
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木光久先生

　初歩から学習し、楽しみながら技術を向上させま

しよう。

① 10/ 4 金 説明と材料の準備

② 10/18 金
彫り込み指導

③ 11/ 1 金

④ 11/15 金 バック仕上げ

⑤ 12/ 6 金 金箔仕上げ

⑥ 12/20 金
陰刻指導

⑦ 1 /17 金

時　　間

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

10 : 00～12 : 00

15名

稲葉地区公民館

１回1,000円程度

彫刻刀

-



小学生プチエ作教室

ビーズのコースター
自分だけのカラフルコースターを作りませんか。

① 10/ 8 火
星やハート型のコースター② 10/ 9 水

③ 10/10 木

花のコースター
児童館で作った押し花で作ります。

① 11/12 火
押し花のコースター② 11/13 水

③ II/14 木

ミニクリスマスツリー
まつぼっくりを使った小さなツリーです。

① 12/ 3 火
まつぼっくりのツリー② 12/4 水

③ 12/ 5 木

エコクラフト
紙ひもを使ってかごを編みます。

① １／７ 火

かごを編む② １／８ 水

③ １／９ 木

指編み
ボンボンの付いたマフラーを編んでみませんか。

① 2/18 火
マフラーを編む② 2 /19 水

③ 2/20 木
※毛糸持参

い時　　間

　募集人員

　会　　場

　教材費

開始時間15 : 30～

各回５名程度

児童館

無料

児童館

児童館の祭り

児童館お月見会
美味しいお月見団子を作って食べます。

　　アートバルーンも楽しめます。

9/21 土
　　10 : 00～12 : 00

幼児と小学生（50名）

児童館祭り

11/9 上

　ゲームにおもちや製作と

小学生の楽しいお祭りです。

10 : 00～12 : 00

小学生（100名）

児童館餅つき会

12/21

8/鍛月）

　　受付

10/ 1㈹
　　受付

　　ぺったん、ぺったんお餅つき

つきたての美味しいお餅を食べます。

土

２／１

　　10 : 00～12 : 00

幼児と小学生（120名）

児童館節分会

11/11(坤
　　受付

子ども遠の健康を願っての鬼退治の後は

　　お宝まき、たくさん拾えるかな。

1 0

1 1

ゝ
　
ゝ

０
５
０
４
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

９
1
0

■
『
１

　
上 30小学帽60名)

45幼児(70名)

ド削月）

　　受付

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

各回定員になりしだい／切

児童館

無料

なし

30



勤労青少年ホーム

仙威嚇磁場議座礁議唐騒息

　　　　　　仲間づくりに！　ストレス解消に！

　　青少年ホームでは、働く若人の余暇活用の場として、さまざまな講座を設け皆様のご来館を

１　お待ちしています。

【第二期講座案内】

講　　座　　名 曜日 期　　間 回数 定員 内　　　　　　容 教材費

華　　　　　　道 月 9/2～12/16 12 20 初心者でも安心、基本花型から学べます 12,000円

ゴ　　　ル　　　フ 月 ９／２～１２／ ２ 10 20 ゴルフの基礎を中心に指導します。 3,000円

着付けとマナー 火 9 /17～11/26 10 15 マナーから、一人で着物が着られるまで 実　費

ゐバ＝　　　、口　　刄　　道 水 9 /18～12/4 12 20 簡単な護身術を身につけたい方はぜひ 2,000円

料　　　　　　理 水 9 /11～11/27 12 15 手軽にできる家庭料理やデザートを作ります 8,500円

フラワーデザイン初級 水 9/25～11/27 ５ 15 初心者と経験者を分けますので、どなたでも
無理なく参加できます。

ラケットを持ったことのない人から上級まで

10,000円

フラワーデザイン中級 水 9 /25～H/27 ５ 15 10,000円

テ　　ニ　　ス 木 9/12～11/21 11 50 2,000円

英　　会　　話 木 9/26～11/28 10 20 簡単な日常会話から指導します 1,000円

茶　　　　　　道 木 9/19～12/12 12 ７ 割り稽古、運び手前など基本から学びます 2,400円

エアロビックス 金 9 /13～12/20 14 30 健康維持とシェイプアップにぜひ挑戦を 1,000円

【第三期講座案内】

講　　座　　名 曜日 期　　間 回数 定員 教材費 内　　　　　容

華　　　　　　道 月 １／６～３／３ ８ 20 8,000円 丁

ル

内容は前期に同じ

着付けとマナー 火 1/7～3/4 ８ 15 実　費

料　　　　　　理 水 １／８～３／５ ８ 15 6,000円

フラワーデザイン 水 １ ／１６～３／６ ８ 15 16,000円

英　　会　　話 木 １／９～２ ／２７ 10 20 1,000円

エアロビックス 金 1 /10～2/28 ８ 30 1,000円

※都合により日程は変更になる場合もあります。　※詳細については壬生町勤労青少年ホームまで。

受講資格　町内居住者及び町内所在の企業・事業

　　　　　所自営等で働く30歳までの方。

申込方法　勤労青少年ホームにある申込用紙で直

　　　　　接お申込みください。定員に限りがあ

　　　　　りますのでお早めにどうぞ。

歴史民俗資料館

よみがえれ古代の『はにわぴとたち』

　…ナシ塚古墳、人物埴輪復元完成記念展…

　平成15年２月２日く淘～３月10日(日Dまで
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開講時間　華道・料理・茶道……18 : 30～

　　　　　その他の講座…………19 : 00～

問合わせ　壬生町勤労青少年ホーム　昔86－3044

　　　　　開館時間……13 : 00～21 : 00

　　　　　(土・日・祝祭日…休館)

お問い合わせ歴史民俗資料館　昔82－8544

壬生藩鳥居家の学問

　…大名たちの教育改革…

９月７日叫～10月14日(月)まで

- W



心，

手作りおもちや教室
　　　　　　　　　　　　　　　小林　昭彦　先生

　比較的身近な材料を使い、簡単に作れる手作りお

もちゃを作ることにより、創作する楽しさ、喜びを

体験してみませんか。

① 9/22 日 紙とんぼ

② 10/27 日 わりばし鉄砲

③ 11/24 目 凧

④ 1 /26 日 こま

⑤ 2/23 目 グライダー

⑥ 3/23 日 がたがたプロペラ

　時　　間

募集人員

.会　　場

延教4ｵ費

各回午前の部　11 : 00～

午後の部　14 : 00～

各回30名

わくわく夢広場

無料

　スポーツ振興課

太極拳教室
　　　　　　壬生町太極拳協会　阿部紀久子先生

太極拳で日頃の運動不足とストレスを解消しましょう

① ９／４ 水

太極拳

② 9/6 金

③ 9/11 水

④ 9/13 金

⑤ 9/18 水

時　　間

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

10:00～12:00

50名

総合運動場体育館

無料

体育館シューズ

申込み問合せ先　スポーツ振興課

　　　　　　　　昔82－2345（月曜休館）

おもちや博物館

民話の会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　未定

　昔話や伝説などのお話を聞いたことがあるでしょ

うか。それが民話です。しばしの間、民話の世界に

浸ってみませんか。

① ９／１ 目

未定

② ９／８ 日

③ 10/6 目

④ 10/13 日

⑤ Ｈ／３ 日

⑥ 11/10 日

⑦ 12/ 1 目

⑧ 12/8 日

時　　間

募集人員

会　　場

13:30～

各回先着20名

わくわく夢広場

おもちや病院
　　　　　　　　　おもちやボランティアスタッフ

　壊れたおもちやの治療を目的に開設しています。

お家に壊れたおもちやや、調子の悪いおもちやがあ
りましたら、お気軽に当病院にお持ちになってはい

かがですか。

① 9/15 日

おもちやの修理
② 10/20 日

③ 11/17 日

④ 12/15 日

開
場
費

　
　
　
理

時
会
修

13 : 00～16 : 00

わくわく夢広場

無料
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図書館

おはなしひろば
　　　　　　　　　　　朗読ボランティアグループひばり

絵本の読み聞かせの他にも紙芝居や工作などもやりますロ赤ちやんから御気軽にどうぞ。

日　　　付 曜日 内　　　　　容

毎月　第２・第４ 土曜 絵本の読み聞かせ・紙芝居など

時
会
開
場
14 : 00～14 : 45
図書館２階　児童室

平成14年度　掲協医科大学公開講座

(県民カレッジ連携講座・壬生町教育委員会共催講座)

　　講　　座　　名
期　　日・　時　　間

受　講　料
対　　　象
定　　　員

　　メ　イ　ン　テ　ー　マ
内　容　・　講　師　・　座　長

　健康講座　全３回６時間

　～健康スポーツコース～

①8 /31雨　13 : 30～15 : 30

②9/7雨　13 : 30～15 : 30

③9/H（土）13 : 30～15 : 30

1,500円
(３回分)

　一般

　100名

メインテーマ「いきいき暮らそう高齢化社会」

①テーマ「高齢者と眼」

　講師　小　原　喜　隆（眼科学教授）

　座長　千　種　雄　一（熱帯病寄生虫学教授）

②テーマ「高齢者の骨の老化～骨粗穀症を中心に～」

　講師　早乙女　紘　一（整形外科学教授）

　座長　勝　瀬　　　武（体有学助教授）

③テーマ「高齢者の歯と口の老化~歯周病と口腔乾燥を中心~」

　講師　藤　林　孝　司（口腔外科学教授）

　座長　今　村　武　佳（化学助教授）

会　　　場　本学120番教室

申し込み先　濁協医科大学　事務局企画室　昔８ ７－２１０７（直通）当日可

　　講　　座　　名
期　　日　・　時　　間

受　講　料

対　　　象
定　　　員

　　メ　イ　ン　テ　ー　マ
内　容　・　講　師　・座　長

　紅葉講座　全６回９時間

　～能力自己開発コース～

①10/8㈹　18 : 00～19 : 30

②10/15㈹　18 : 00～19 : 30

③10/22㈹　18 : 00～19 : 30

④10/29㈹　18 : 00～19 : 30

⑤11/ 5㈹　18 : 00～19 : 30

⑥11/12㈹　18 : 00～19 : 30

　5,000円

高校生以上

　50名

パソコン教室「表計算（EXCEL）を中心に」

　　　　　　講師：医学情報センター教育長他

33

会　　　場　本学教養医学棟コンピューター教室

申し込み先　狽協医科大学事務局企画室　講座開始１ヶ月前より受付　昔８７－２１０７（直通）
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ﾃﾞ加匈

1
11S臍午後6時30分開演全自由席2､000円●9月６日脚発売

　　　　　　　　デュークエイセスは、1955年８月、
黒人霊歌とジャズを歌うグループ

として結成。 66年の「日本のうた

シリーズ」では、レコード大賞特

別賞・企画賞を始め、数々の受賞

に輝く。 1500曲以上の幅広いレパ

ートリーは海外でも、高く評価さ

れている。

主なヒット曲には､「おさななじみ」

「筑波山麓合唱団」「いい湯だな」

「フェニックス・ハネムーン」等多数。

羽生田小　５年

　加藤枝恵

会　　場　壬生中央公民館犬ホール(城址公園ホール)

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　町施設振興公社で取り振います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108歯の衛生週間

壬
雷
ち
ゃ
ん
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
寄
贈

した壬生ロータリークラブ新旧役員ブロンズ像を寄贈

　
　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
７
月
５
日
、
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
新
旧
幹
部
が
来
庁
し
、
町
に
壬
雷

ち
ゃ
ん
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
壬
雷
ち
ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ー
・
は

同
ク
ラ
ブ
が
1
5
周
年
記
念
事
業
と
し
て

７
年
前
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
開
館
を
記

念
し
て
町
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
姿
は
、
子
ど
も

た
ち
や
年
華
奢
に
も
大
人
気
で
す
。
ま

た
、
町
の
印
刷
物
や
薙
パ
ッ
ク
、
商
店

会
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
も
利
用
さ

れ
、
県
内
外
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
東
雲
公
園
に
壬
雷
ち
ゃ
ん
の
日

時
計
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
年
は
役
場

歯の衛生週間

・
○
○

羽生田小３年

　落合研斗

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
３
万
７
千
７
４
５
円

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
⑩
　
　
　
　
６
千
円

㈱
県
南
環
境
様
⑩
　
　
　
　
　
２
万
円

壬
生
町
東
雲
公
園
出
店
会
様
①

匿
名
①

匿
名
①

一

３
万
円

５
千
円

５
千
円

住
民
譚
の
窓
口
へ
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ん
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

　
今
回
は
「
四
つ
の
テ
ス
ト
：
言
行
は

こ
れ
に
照
ら
し
て
　
１
．
真
実
か
ど
う

か
　
２
．
み
ん
な
に
公
平
か
　
３
．
好

意
と
友
情
を
深
め
る
か
　
４
．
み
ん
な

の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
標

語
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　●　●　言

，一険康

納普料保
ﾘﾄﾞ

牡八

９
月
の
納
税
等
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